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2025愛のサウンドフェスティバル：光バンドと小学生ダンスチーム　2025.9.20（ひの煉瓦ホール）

巻

頭

言

日
足
も
め
っ
き
り
短
く
な
り
、
冬

の
訪
れ
を
感
じ
る
気
節
に
な
り
ま

し
た
が
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。今

回
の
寄
稿
は
日
頃
か
ら
光
の
家

評
議
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
お

り
、
光
バ
ン
ド
の
音
楽
活
動
を
支

え
る
大
き
な
支
持
基
盤
で
あ
る
「
光

の
家
愛
の
サ
ウ
ン
ド
後
援
会
」
の
新

会
長
に
就
任
さ
れ
た
梅
田
俊
幸
様

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年

に
渡
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
澤
田
前

会
長
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
記
事
は
、
恒
例

行
事
で
あ
る
愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

の
他
、
利
用
者
の
大
き
な
楽
し
み
と

し
て
の
外
泊
を
伴
う
旅
行
も
掲
載

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
利
用
者

の
「
安
心
と
安
全
と
希
望
～
生
活

に
は
喜
び
を
～
」
を
実
現
し
、
地

域
の
皆
様
と
の
交
流
を
深
め
、
共

に
生
き
る
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
着
実
に
前
進
し
て
い
く
所

存
で
す
。

（
理
事
長　

石
渡　

健
太
郎
）

わ
た
し
は
常
に
主
を
わ
た
し
の

前
に
置
く
。
主
が
わ
た
し
の
右
に

い
ま
す
ゆ
え
、
わ
た
し
は
動
か
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
ゆ
え
に
、

わ
た
し
の
心
は
楽
し
み
、
わ
た
し

の
魂
は
喜
ぶ
。
わ
た
し
の
身
も
ま

た
安
ら
か
で
あ
る
。

詩
篇　

第
一
六
篇　

八
節
～
九
節
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皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
度
、

東
京
光
の
家
光
バ
ン
ド
の
後
援
会
で

あ
り
ま
す
愛
の
サ
ウ
ン
ド
後
援
会
会

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
澤
田
前
会
長

が
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
会
長
職
を

辞
任
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
急
遽
会

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
も
先
月
九
月
二
十
日
例
年
通
り

開
催
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
後
援
会
に
は
以
前
の
正
秋
バ

ン
ド
の
頃
よ
り
加
入
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
確
か
平
成
十
四
～

十
五
年
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
初

代
後
援
会
会
長
で
市
議
会
の
先
輩

で
も
あ
り
ま
し
た
小
山
良
悟
さ
ん
か

ら
の
お
誘
い
で
役
員
会
の
末
端
で
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
が
初
め
て
正
秋
バ
ン
ド
の
演

奏
を
じ
っ
く
り
と
拝
聴
し
た
の
は

一
九
九
九
年
四
月
所
属
し
て
い
る
東

京
飛
火
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
周

年
記
念
事
業
で
の
演
奏
会
で
し
た
。

正
秋
バ
ン
ド
の
結
成
は
一
九
九
〇
年

で
市
内
外
で
の
高
い
評
判
は
聞
い
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
、
あ
ら
た
め

て
じ
っ
く
り
と
拝
聴
し
て
感
動
し
た

こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
来

場
者
も
一
堂
に
絶
賛
さ
れ
、
周
年
記

念
事
業
も
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

余
談
で
す
が
ク
ラ
ブ
で
は
現
在
、

例
会
で
の
お
弁
当
で
レ
ス
ト
ラ
ン
カ

ナ
ン
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
、

お
弁
当
も
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

以
来
今
日
ま
で
光
バ
ン
ド
の
応
援

団
と
し
て
主
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
中
心
に
活
動
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
現
在
は
東
京
光
の
家
評
議

員
と
し
て
十
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
五
月
に
は
ワ
ー
ク
・
プ
レ
イ
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
就
労
ホ
ー
ム

と
も
連
結
し
た
更
に
充
実
し
た
施

設
が
新
た
に
誕
生
し
ま
し
た
。

厚
労
省
の
方
針
か
ら
地
域
と
の

連
携
や
繋
が
り
が
社
会
福
祉
法
人

に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
昨
今
の
状
況

に
あ
っ
て
、
以
前
か
ら
東
京
光
の
家

は
旭
が
丘
中
央
公
園
や
地
区
セ
ン

タ
ー
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
管
理
、
運

営
な
ど
行
政
と
地
域
と
の
連
携
で
先

進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
日
野
市
内
で
は
旭
が
丘
地
区
は

特
に
福
祉
施
設
が
多
く
点
在
し
て
い

る
地
区
で
地
域
と
施
設
利
用
者
と
の

交
流
が
他
地
区
よ
り
も
多
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

地
域
性
も
あ
り
、
今
で
は
東
京
光
の

家
の
存
在
が
地
域
に
浸
透
し
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

こ
の
ワ
ー
ク
・
プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー

に
も
地
域
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
も
設
け

ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
利
用
者
と
の

交
流
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
利

用
者
も
地
域
の
住
民
と
し
て
地
域
の

方
々
と
普
通
に
交
流
が
出
来
る
場
が

ま
た
増
え
た
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い

ま
す
。

今
後
も
こ
の
様
な
取
り
組
み
が

継
続
、
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

私
も
愛
の
サ
ウ
ン
ド
後
援
会
会

長
、
東
京
光
の
家
評
議
員
と
し
て
、

同
じ
地
域
の
住
民
仲
間
と
し
て
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
尽
力
し
て
い
く
所

存
で
す
。

皆
様
方
に
も
地
域
と
共
に
発
展

す
る
東
京
光
の
家
、
光
バ
ン
ド
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

光
バ
ン
ド
の
音
楽
と
感
動
を
分
か
ち
合
う
喜
び

	

東
京
光
の
家　

評
議
員

	
愛
の
サ
ウ
ン
ド
後
援
会
会
長               

梅
田 

俊
幸

（2）
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模
擬
店
等
の
売
り
場
で
の
接
客
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
五
五
〇
万
円
を
超

え
る
売
り
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
が
、
何
と
か
雨
も
降
ら
ず
、
旭
が

丘
東
公
園
で
開
催
で
き
ま
し
た
。
お

客
様
も
例
年
同
様
十
時
前
に
は
大
行

列
が
出
来
、
た
く
さ
ん
の
方
に
来
場

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
地
域
の
方
や
大
和
証
券

を
は
じ
め
と
し
た
企
業
の
方
々
か

ら
い
た
だ
い
た
提
供
品
を
地
域
の

方
に
買
っ
て
い
た
だ
き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

に
も
繋
が
る「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
」

で
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
ヘ
ル
パ
ー
、

今
年
度
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
旭
が
丘
東

公
園
で
の
開
催
で
し
た
。
昨
年
度
は

五
年
ぶ
り
の
旭
が
丘
東
公
園
で
の
開

催
で
、
準
備
か
ら
戸
惑
う
場
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
昨
年
度
よ

り
も
ス
ム
ー
ズ
な
準
備
で
の
開
催
で

し
た
。

開
催
一
週
間
ぐ
ら
い
前
に
発
生
し

た
台
風
の
影
響
で
、
事
前
準
備
、
バ

ザ
ー
当
日
と
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し

献花の様子

今
年
も
光
の
家
講
堂
に
お
い
て
田

中
先
生
夫
妻
を
偲
ぶ
会
が
開
催
さ

れ
、
ご
夫
妻
の
遺
影
が
飾
ら
れ
生
前

の
講
話
音
声
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
東
京
光
の
家
墓
地
に
代
表
者

が
出
か
け
て
田
中
先
生
夫
妻
と
故

人
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
思
い
を
込

め
て
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

第48回

令
和
七
年
度
墓
参

 

（
田
中
先
生
夫
妻
を
偲
ぶ
会
）

令
和
七
年
九
月
十
日
（
水
）

十
月
十
三
日
（
月
）　

十
月
十
三
日
（
月
）　  

会
場
：
旭
が
丘
東
公
園

会
場
：
旭
が
丘
東
公
園

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

今年も入場待ちの大行列となりました！

作業作品販売してます♪

豚汁　おいしいですよ～

保護者の皆様もがんばりました！ 大勢の人達でにぎわうバザー会場

（3）
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「
愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

�

実
施
の
ご
報
告 

光
バ
ン
ド
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
更
な
る
地
域
と
の
交
流 

ワ
ー
ク
・
プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー
開
設
‼
～

光バンド今
年
の
愛
の
サ
ウ
ン
ド
は
、
未
来
志
向
型
施
設
の
光
の
家
ワ
ー
ク
・
プ

レ
イ
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
東
京
光
の
家
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

活
動
を
前
面
に
掲
げ
た
演
奏
会
と
し
て
、
例
年
通
り
、
ひ
の
煉
瓦
ホ
ー
ル

（
日
野
市
民
会
館
）
大
ホ
ー
ル
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
連
が

提
唱
す
る
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
の
下
、 

「
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う
」「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
に
向
き
合
い
、
光
の
家
は
音
楽
や
芸
術
、
公
園
清
掃
、
カ

フ
ェ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
「
カ
ナ
ン
」
等
を
通
じ
て
、
障
害
者
に
対
す
る
理
解
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ビ
デ
オ
映
像
や
利
用
者
の
作
品
展
示
も
交

え
て
光
の
家
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
の
全
体
像
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機

会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

演
目
は
全
十
二
曲
と
な
り
ま
し
た
。
第
一
部
で
は
日
野
市
副
市
長
の
青

木
奈
保
子
様
よ
り
応
援
の
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
ま
た
第
二
部
で
は
日
野
市

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
鈴
木
勝
豊
様
に
売
上
金
の
一
部
を
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
光
バ
ン
ド
に
よ
る
素
敵
な
演
奏
に
加
え
、

昨
年
度
も
ス
テ
ー
ジ
を
彩
っ
て
く
れ
た
光
の
家
就
労
ホ
ー
ム
の
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
と
日
野
六
小
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、
滝
合
小
学
校
の
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
チ
ー
ム 

「
Ｔ
♪
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
」
に
も
出
演
し
て
い
た
だ
き
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ

る
「
更
な
る
地
域
と
の
交
流
」
を
実
現
す
る
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
と
な
り

ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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し
た
。
那
須
高
原
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
で
は
高
原
の
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
、
お
土
産
を
買
い
ま
し
た
。
夜
は

皆
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
温
泉
を
堪

能
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
南
が
丘
牧
場
を
訪
れ
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
＆
バ
タ
ー
作
り
を
体
験

し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
お
肉
を
腸

の
中
に
詰
め
て
、
茹
で
た
て
を
食
べ

る
の
は
格
別
で
し
た
。
バ
タ
ー
作
り

で
は
牛
乳
の
入
っ
た
容
器
を
ひ
た
す

ら
振
り
続
け
て
、
や
っ
と
で
き
た
バ

タ
ー
は
濃
厚
で
、
い
つ
も
よ
り
と
て

も
お
い
し
い
と
皆
さ
ん
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
体
験
だ
け
で
は
な
く
、
こ

の
後
の
昼
食
で
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ま
で
用
意
さ
れ
て
お

り
、
大
満
足
で
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
那
須
塩
原
の

広
大
な
自
然
の
景
色
と
グ
ル
メ
を
満

喫
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

栄
光
園
の
一
泊
旅
行
で
は
、
栃
木

県
の
那
須
塩
原
を
訪
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
羽
生
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
で
は
、
江
戸
の
街
並
み
が
再

現
さ
れ
た
館
内
で
、
極
太
の
麺
が
一

本
だ
け
入
っ
た
う
ど
ん
な
ど
江
戸
に

ち
な
ん
だ
名
物
グ
ル
メ
を
楽
し
み
ま

合
同
自
治
会
夏
祭
り
は
今
年
で

三
回
目
と
な
り
、
光
の
家
で
は
テ
ン

ト
の
設
営
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
備
品

の
貸
し
出
し
、
照
明
器
具
の
設
置
、

模
擬
店
販
売
で
参
加
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
打
ち
合
わ
せ
か
ら
準
備
、

片
付
け
と
地
域
の
方
と
の
交
流
が
深

ま
る
行
事
で
す
。
光
の
家
が
掲
げ
る

「
地
域
社
会
に
感
謝
と
積
極
的
な
交

流
」
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

令
和
七
年
八
月
二
十
三
日

令
和
七
年
八
月
二
十
三
日((

土土)  )  

旭
が
丘
東
公
園

旭
が
丘
東
公
園

合
同
自
治
会
夏
祭
り

合
同
自
治
会
夏
祭
り

手作りソーセージの完成 !!バター作りで振り！振り！

光
の
家 

栄
光
園 

那
須
塩
原

那
須
塩
原  

一
泊
旅
行

一
泊
旅
行
令
和
七
年
十
月
二
十
三
日（
木
）～

令
和
七
年
十
月
二
十
三
日（
木
）～

二
十
四
日（
土
）

二
十
四
日（
土
）

旭
が
丘
一
丁
目
（

）

第
一
自
治
会
・
第
二
自
治
会 

富
士
見
会
自
治
会

光の家も参加しました !!

放水姿がキマってます !!

光
の
家
か
ら
は
、
男
子
隊
、
女
子

隊
の
二
隊
が
二
号
消
火
栓
の
部
に
出

場
し
、
大
勢
の
利
用
者
・
職
員
が
応

援
に
駆
け
つ
け
声
援
を
送
る
中
で
練

習
の
成
果
を
見
事
に
発
揮
し
、
女
子

隊
が
第
二
位
、
男
子
隊
が
第
三
位
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
隊

員
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

日
時
：
令
和
七
年
九
月
十
二
日（
金
）

場
所
：‌�

日
野
市
豊
田
二
丁
目
先 

豊
田
南

区
画
整
理
地
内
一
号
公
園
予
定
地

自
衛
消
防
活
動
審
査
会

（6）
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令
和
七
年
七
月
十
六
日
～ 

　
　
　
　

十
月
二
十
三
日

畑 

弘
子 

様

　
ハ
ガ
キ			




二
〇
枚

島
田 

英
樹 

様

　
梨			




四
十
二
個

今
西 

賢
二 

様

　

じ
ゃ
が
い
も		

二
〇
㎏

井
川 

寿
美
江 

様

　

雑
巾�

四
〇
枚

中
村 

修
士 

様

　

さ
つ
ま
い
も		

一
〇
㎏

今
年
度
の
新
生
園
の
旅
行
は
開
設

四
十
五
周
年
を
記
念
し
、
二
班
に
分

か
れ
て
の
企
画
と
し
ま
し
た
。
七
月

に
行
っ
た
富
山
旅
行
で
は
、
北
陸
新

幹
線
に
乗
車
し
、
黒
部
宇
奈
月
温
泉

駅
へ
向
か
い
ト
ロ
ッ
コ
電
車
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
十
月
の
長
崎
旅
行
で

は
飛
行
機
に
搭
乗
し
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
パ
レ
ー
ド
を

満
喫
し
ま
し
た
。
今
回
は
新
幹
線
ま

た
は
、
飛
行
機
の
移
動
の
ど
ち
ら
に

す
る
か
、
利
用
者
に
選
択
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
例
年
で
す
と
、
同
じ

場
所
に
実
施
時
期
を
ず
ら
し
て
の
旅

行
が
多
い
の
で
す
が
、
旅
行
先
の
希

望
を
可
能
な
限
り
叶
え
ら
れ
る
よ
う

に
行
き
先
を
分
け
ま
し
た
。
利
用
者

の
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
決
め
た
移
動

手
段
に
て
旅
先
で
の
行
程
を
楽
し
み
、

ご
当
地
グ
ル
メ
を
堪
能
し
、
お
土
産

な
ど
を
た
く
さ
ん
買
っ
て
、
忘
れ
ら

れ
な
い
二
泊
三
日
と
な
り
ま
し
た
。

光
の
家
新
生
園
開
設
四
十
五
周
年
記
念  

二
泊
旅
行

◆◆  
富
山
旅
行
（
宇
奈
月
温
泉
）

富
山
旅
行
（
宇
奈
月
温
泉
）令
和
七
年
七
月
三
十
日（
水
）～

令
和
七
年
七
月
三
十
日（
水
）～

八
月
一
日（
金
）

八
月
一
日（
金
）

◆◆  

長
崎
旅
行

長
崎
旅
行
（
長
崎
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
）

（
長
崎
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
）令
和
七
年
十
月
二
十
一
日（
火
）～

令
和
七
年
十
月
二
十
一
日（
火
）～

二
十
三
日（
木
）

二
十
三
日（
木
）

トロッコ電車が通り抜けま～す！（富山旅行）

ハウステンボスの風車前で決めポーズ !!（長崎旅行）

○はり ○あんま・マッサージ・指圧

【施術時間】 9：00～17：00 金曜日は 10：00～
【定　休　日】 毎週水曜日
【料　金　表】

施術時間 はり
30分 2,500円
70分 3,800円 4,000円
100分 5,000円

マッサージ施術時間 はり

30分 2,500円
15分 1,300円

70分 3,800円
100分 5,000円

マッサージ

【受付時間】 10：00～16：00
【定　休　日】 毎週土曜日・日曜日・祝日
【料　金　表】

清潔な施術室と真心こめた仕事で、皆様の健康に奉仕させていただきます。
◼東京光の家内　自立支援センター1F◼光の家ワークプレイセンター3F

電話予約042ｰ581ｰ7109

日野市旭が丘3-6-6ワークプレイセンター3F
（JR豊田駅北口徒歩約18分）
JR中央線豊田駅北口から京王バス
「平山工業団地循環」乗車９分

日野市旭が丘１-17-17
光の家障害者自立支援センター 1階
（JR 豊田駅北口徒歩約 12 分）

★
毎
月
一
日
は
サ
ー
ビ
ス
日

　
　 

（
５
０
０
円
割
引
の
日
）　

★
サ
ー
ビ
ス
券
発
行

★
日
野
市
機
能
回
復
施
術
券
受
付

★
駐
車
場
有

寄
付
者

名
簿

（7）
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東京光の家ホームページ　https://www.hikarinoie.org/

発　
　
　

行　

〒
一
九
一
︱ 

〇
〇
六
五

　

東
京
都
日
野
市
旭
が
丘
一
︱
一
七
︱
一
七

　

社
会
福
祉
法
人　

東

京

光

の

家

　

電　

話　

〇
四
二（
五
八
一
）二
三
四
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
二（
五
八
一
）九
五
六
八

今
回
も
光
の
家
か
ら
は
、
新
生
園

の
清
水
峰
男
さ
ん
の
「
イ
ル
カ
（
陶

芸
作
品
）」
が
奨
励
賞
に
、
同
じ
く

新
生
園
の
新
海
直
哉
さ
ん
の
「
バ
イ

ク
（
紙
作
品
）」
と
神
愛
園
の
手
芸

係
で
作
っ
た
「
ト
ル
コ
マ
ッ
ト
」
が

入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
表
彰
式
に

参
加
し
た
清
水
さ
ん
は
「
久
し
ぶ
り

の
入
賞
で
、
今
後
の
活
動
の
励
み
に

な
る
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
主

催
に
よ
り
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
世

の
中
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

障
が
い
の
有
無
を
問
わ
ず
、
皆
で
楽

し
む
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
電
動
車
い
す
サ
ッ
カ
ー
の
紹

介
や
ボ
ッ
チ
ャ
、
パ
ン
食
い
、
綱
引

き
の
競
技
が
行
わ
れ
、
光
の
家
か
ら

も
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

高円宮妃久子殿下と奨励賞の青い陶芸作品「イルカ」と清水さん

きれいな模様の入選作品「トルコマット」 色とりどりの折り紙で作った入選作品「バイク」

狙いを定めて気持ちを集中～！

日
時
：
令
和
七
年
十
月
五
日（
日
）

場
所
：‌�

日
野
市
市
民
の
森
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

第
二
十
八
回

み
ん
な
と
一
緒
の
運
動
会

日
時
：
令
和
七
年
八
月
二
十
日（
水
）～
八
月
二
十
四
日（
日
）

会
場
：
西
武
渋
谷
店
Ａ
館
７
階
催
事
場

第
四
十
回

第
四
十
回

東
京
都
障
害
者
総
合
美
術
展

東
京
都
障
害
者
総
合
美
術
展

今
回
は
愛
の
サ
ウ
ン
ド
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
特
集
号
と
い
う

こ
と
で
、
当
日
の
会
場
写
真
を
多
数
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
光
バ
ン

ド
の
演
奏
や
生
の
歌
声
に
は
格
別
な
感

動
を
呼
び
起
こ
す
力
が
あ
り
、
毎
年
大

好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。
来
年
も
九

月
二
十
六
日
（
土
）
ひ
の
煉
瓦
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
観
覧
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
光
の
家

ワ
ー
ク
・
プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー
活
用
も
始

ま
っ
て
お
り
、
十
一
月
中
旬
に
は
日
野

市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
百
名
規
模

の
会
合
利
用
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
隣
接
地
に
は
令
和
九
年
二
月
完
成

計
画
で
栄
光
園
新
作
業
棟
建
築
工
事
が

決
定
し
て
お
り
、
利
用
者
も
想
像
を
膨

ら
ま
せ
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

�

（
広
報
活
動
委
員
）

あ
と
が
き

※�

紙
面
の
写
真
は
、
す
べ
て
ご
本
人

の
許
可
を
得
て
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

（8）


